長年ご懊頌のマイコン炊飯ジ中"""•の点機を！ 



©ご使用中、電源コード•差么みプラグび異常に 
熱くなる 

©焦げくさいにおいびする 

©製品の一部に割れ、がたつを、ゆるみびある 

® その他の異常や故障びある 


^ こんなを状のときは、故障 
§ や事故の防止のため、必ず 
S 販売店に点検(有料）をご 
左相談ください。 


修理-おおり扱い-消耗品や部鼠ご購入な 
どのご相談は、まずお買い上げの販売店に 
お問い合わせ < ださい。 

ご範居やご贈答などでお困0の場合、興社 
の窓口 r お客様ご相談センタ ー J にお問い 
合わせくださし、。 

所在地、電話香号などは変更になることが 
ありますので、ちらかじめご了承<ださい。 

ホ- ム石•ジ万ご案内放 M 

消耗品 • 部品のご購入専用ぺージ 
http :// www . zojirushi - fresco . com / 


お客様ご相談センター 

30570-011874 

ナビダイヤル市内通話料金でご利用いただけます 

受付時間9:00〜17:00月曜日〜を曜日（祝日、興社休業日を除く） 
©携帯電話 - PHS でのお問い合むせ Tel (06) 已3已 6-24 已1 
◎ ファクシミリでのお問い合わせ Fax (06) 巨3己 6-61 43 

製品の r 型を•お問い合わせ内容 J と、お客様の r お名前’ご住所‘電話番号- 
Fax 蓄号 J をご記入のラ元、お問い合わせ < ださい。 


マイコ ン炊飯ジヤー保 IE 書 


持込修理 


取扱説巧暨、本が表示などのを意書をになった使用状態で保誕期間巧に故障した場合にま、巧料修理いたしまず。製品と本» 
をご持参のうえ、お買い上げの販売店にお申しつけくだごい。製品のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、出張料や输 
送料などの勇费を申し愛けます。 


_型名_ _ 
g 「 おを前 
薑ご住所〒 



NS - SH 10 / SH 1 扫 


◎ お質い上ば日 ©販売店を•ほ所 
_年月日 

イ呆誕期間 
お国ぃ上げ日より 

本体1年 

@巧欄に記入のない場合は無効となりまずから、必ずこ•確認<ださい。_ 

1 . ご転居、ご贈宮などで.お質い上げ販売店にお申しつけでをない場合は、弊社のお客様ご相談窓口にお申しつけ<ださい。 

2. 保証期間巧でを巧の場合には有料修理になりまず。 

(イ）使用上の誤り、およびな造や不当な修理による故障および損傷。 

(口）お買い上げをの輸送•移動•落下などによる故障および損傷。 

りり乂災、地震、が普、落雷、その他の天が化変、および公害、塩害、ガス富（硫化ガスなど）、異常電圧.指を巧の使用電源（霞 
圧、周波数）などによる故障および損傷。 

(二）一艘家庭用 U 4 か（たと无ば業務用の長時間使用、車觸、船舶へのとう載）に使用された場合の故障および損傷。 

(ホ）本霞のご提示びない場合。 

(へ）本霞にお買い上げ年月日、お客様ち、販売店をの記入のない場合あるいはき巧を書きかえ S れた場合。 

(卜）消耗部品の巧換。 

3. 本蟹は曰本国內においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

4. 本霞は盜難•火災などの不可抗力がかで紛失された場合は、巧発行いたしませんので大切に保をしてください。 _ 

お客様にご記入いただいた記載巧容は、保証期間內のサービス活動及びそのをの安全点検活動のために利用させて頂 < 場合びご 
ざいますので、ご了をください。 

この保証霞は.本雷に明示した期間’条件のちとにおいて無料修理をお約束するものです。がつてこの保証需によつて巧証蕾を発行 
しているを(保証賣任音）、及びそれ 1 U がの事業者に対するお客様の法律上の権利を制限ずるちのではあ0ませんので I 保証期間経過 
をの修理などについてごす巧の場合は,お買い上げの販売ちまたは弊社のお客様ご相談窓□にお巧いさわせ < ださし、。 


象 ED 7 ホ-ピン株ぶ会な 

〒的0.8511大阪巿 j 胶天満 1 T 目20蓄已号巧の 6)6356-2391 


ぁ〇ませんか 
I こんな症げは 


NS.SH 


NS - SH 型◎⑥ 


おいしく恢け覆 I 家胃 g I 



型名 NS - SH 10/浸 H 1浸型 

l . OL サイズ 1.8 L サイズ 



® このたびは、お買い上げいただを、まこ 
とにありがとラございました。 

◎ 取扱説明書をよくお読みのラえ、正し< 
お使い<ださい。お読みになったあとは、 
大切に保存してください。 



ち< じ 

游懐いになるまえに 

安全上のご注意 
各部のなまえと扱い方 
おいしく炊いて-おいしく保温 


'懐いち 


ご飯の炊を方 
基本的な炊き方 
無洗米の炊き方 
炊さ方メモ 
タイマー予約炊飯 


狼手入わ 

お手入れ 
交換部品 


故障かなと思ったとき 
こんな表示をしたとき 
仕様 

アフターサービス 


お客様ごホ目談窓口 
保証書 

















◎ここに表したミ主意事項は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのものでず。 
©いずれも安全に関する重要な巧容でずので、必ずお守りください。 


取り扱いを誤った場合、死 t 
または重傷を負うことが、 
想定される巧容を表します。 

取り扱いを誤った場合、傷害*2 
または物的損害の発生が、 
想定される內容を表します。 


A 


A 活み^取り扱いを誤った場合、死 t A 7^記号は、警告•ま意を促す内容びあるこ 
■または重傷を負うことが、/ \とを告け’るものです。具体的なを意内容は 
に想定される巧容を表します。 _注意_図の中やおくに文章や絵で表します。_ 

^取り扱いを誤った場合、傷害糾へ} ® 

B または物的損害則の発生が、言探驾資望语古內をは図の中やぶ 

想定される內容を表します。 巧止 、 I し文 g ゃ結 L ぶレかす。 _ 

® ® 記号は、行為を強制したり指おしたり 
する巧巧を告げるをのです。具体内な指示 

oi 農曾ねみ U ぉ剧し乂阮.ぉ期-指巧_内容は図の中や近くに夕章や絵で表します。 

ぷ2傷害とは、治療に入院•長期の通院を雲さないけびやや m 物的續害とは，家屋•家財およぴ家き‘ペットなどにかか 
けど、感霞などをさします。 わる拡大損害をさします。 

—— …'.-'一 …… おーマ ：产一- r — 一…一。'''':。… かが-:で'ご滯:巧:’:''’:……严 -'''' 巧て —:——っ 

''化 ' V ':'' '' 苗礙な 

巧';：' 苦誇臺ふ ゴ 

® 巧造はしない。また、修理技術をかの^水につけたり、水をかけたりしない 
人は巧解したり修理をしない 本惊巧部にも水を入れない 

分解禁止 火災-感電•けびの原因になります。修理はお買し让水 めれ 熱!：シヨート感電の恐れがあります。 

げの販売店または弊社のお客様ご相談窓口にご相 
談< ださい。 


《1重傷とは、失明、けび、やけど（高温•低温）、感電、臂折、 
中毒などで、を遲症が残るをのおよび治療に入院•長期 
の通院を要するをのをさしまず。 

ぷ2傷害とは、治療に入院•長期の通院を雲さないけびやや 
けど、感霞などをさします。 





喔 

なれ手禁11 


(S 



めれた手で差込みプラグを抜を塞しし 
ない 

感電やけびをずることびあります。 


モおだけで使わせた0幼児の手の届くと 
ころで使わない 

やけど’感電‘けがをする恐れびあ。ます。 


舉源コードや是这みプラグび傷んでいた 
り、コンセントの養し込みびゆるいとまは 
使用しない コンセント 

II 著品発乂の处-差込みプラグ 

——電源〕ード 


® 蒸気□に手を触れない 

やけどをすることげありまず。特に乳幼児にはをわ 
接を h ぉ Si ヒらせないようご注意ください。 

Q 底の巧にピンや針金などの金属物など、 
異物を入れない 

が I ヒ感電や異常動作してけびをすることびあ0まず。 
本体 

底の巧 或 


禁止 




電源コードを傷つけない 

無理に曲げた D 、 引っ張った0、ねじったり、たばねた 
り、高温部に近づけたり、重いものをのせたり、挟み 
込んだり、加工したりすると電源：]-ドが破損し、ジぷ^ 
感電の原剧こなりまず。 


交流！ 0 0 V なかでは使巧しない 

义災•感電の原因になりまず。 


&鑛中は絶対にふたを開けた。移動させ 

禁止やけどをずる恐れびあ0まず。 


® 定格1 5 A な上のコンセントを単独で使う 

他の器具と併用すると分歧コンセント部が異常発熱 


必ず実施 


して発火ずることげあ0まず。 


⑩ 驚しプ誌はコンセントの奥までい 

おず実肺感電•シヨート•発煙•発火の原因になりまず。 


# 是这みプラグの巧（プラグの先端）および 
巧の根用〔ほこりび巧慶している場合は、 

がず実施よくふく 

火^の原因になります。 


お買し化げの製品と 本書に記載 したイラストは異なることびありまず。 


® 使用中や使用直後は、薇遇部に軸れない 
また盛たを竊けるとまの蒸気、ご飯を揉 
接触禁比ぐずときにな手がなべなどに 
当たをないよラにを篇ずる 




本がを持ち 還ぶ ときは、プッシュボタンに 
離れない 


接麵禁止ふたが顯いて、けがをやけどをずる 
ことがありまず。 一 


やけどの原因になります。 


特に放熱お 
なべなどの 
鑛部 




0 水のかかるところや、义気の近ぐでは使 
巧しない 

感電 • 漏麗や変おの原因になります。 

jC \ 壁や家貫のおくで使わない 

\ Cy キッチン用収細棚などで使うときは、中に 

禁止蒸気びこもらないよラにずる 

蒸気または熱で壁や家具を權め、変色、変形の原固 
にな0まず。 

# お手入れ I ま冷えてか5巧う 

高ミ届部に触れ、やけどの恐れびありまず。 

必ず実飽___ 

# 羞をみブ安グを拔くと鼓ま、聖源コードを 
持たずにがず先端の黨茲みプラグを持つ 

必ず窠施て引を抜く 

感電や シヨー トして発火ずることがありまず。 




ブッシュボタン 


奪巧なベながは使巧しない 

なべび過熱したり、異常動作の原因になります。 


Q 不を定な場巧や熱に弱い戴薇の上では 
使巧しない 

禁止 乂災の原因となります。 

€ 使用時ながな、差をみプラグをコンセン 
卜か5疲く 

づ与グをけがややけど、總緣溪化による嫌電‘漏擊乂災の原 
巧く 因になりまず。 

藥源コードを潑きおるとをは差込みプラ 

がず実施鱗みプラグ機たって、けがをずることた质りまず。 


與.、靖解;.. V -'-:;苗;、、、'’、'--’:巧:、' 


お願い 


國本が(特に蒸気口）には、ふまんなどをかけない圏本が:庫巧やなべに異物（ご飯粗や米粒など）が 

本がやみたの変形、変色の原因になりまず。 つい化まま使用しない 

ラまく炊けない原因にな0まず。 


S なべに、キズのつくよラな器異な入れない 

なべにキスびついた D 、 うま < 炊けない原因にな0ます。 


H 霧しをのなど炊飯-保温な巧の用途に使巧し 
ない 

蒸気口などび詰まる原頭とな骑ず。 



















ふたセンサ^ —* 

八ンドル 

持ち運びのとをに使ラ 


差込みプラグ 


しゃもじ受け取りつけ部 

(左ち2力所） 


蒸気ロキャップ 


プッシュボタン 

&たを開ける 
ときに押す , 


電源コード 
增レ巧 

差込みプラグを持って引く 
(赤マーク L 义上弓 I さ出さない) 


し泉い方 

差込みプラグを持って、2〜 
3 cm 引いて戻すと自動的に 
巻さ込む 




额キーは確実に巧してください。 

感 r 炊飯」キ ー 、「とりけし」キー中央の（©、胃）は、目の不自をな方に配慮していまず< 


表示部（すべてを表していますび、お使いになる 
中でこのような表示はしません。） 

-1■炊飯 J キー 

炊飯するとき 
に使ラ 


r 保温 J キ— 

保温をずるとき 
に使ラ 


Z<^J! 昼 ilOSH 届 

ois ) 圏扣&縱!駿 

k 田 J I 柿6がめ111__夕 _,_おかげ\ J 

無洗が白が急速 


とり—けし) 


メ ニュ- 


(omi 


「とりけし J キ—— — ~ ' 

操作設定の取り消しや作動中の 
機能を中止すると却こ使う 


… r ぞ約 J キー 

食べたい時刻に自 
動的に炊を上げる 
タイマー予約炊飯 
のとをに使ラ 

一 P1 1 

「乂一1—」キ— 

メニューを選ぶときに使う 




しやをじ 



しやもじ受け 

失印部分(中央)を巧しな 
びらはずします。 


計麗カップ 

0巧 

白米用 無洗米専用 

(ISOmL) (171 mL ) 














米を正し < 計る 

必ず付属の計量カップすりをりで計ります。計量米びつや巿販のカップ (200 mL ) では、 
差び出ます。 

手早く洗う 

1回目は、たっぷりの水で手早 < 洗って、水をすぐに捨てます。このあと、4〜已回水をか元、 
めか分をよ < 洗い流します。 

正しく水加減をずる 

例：白が•弦驗闊^とる3カジブのとき 

だ:女わだ;.-み—が:—で::.::::--.巧: C . 巧;巧 - W 


《「水位目盛よりみし多め」で炊くときは、 
みさこぼれ防止のために、をわらかめ 
メニューで炊いて<ださい。 

アルカリ度の強いがを使わない 

黄変したり、ベたついたご飯になります。 

巧き上がった5、ずぐにほぐず 

余分な水分び逃げて、みつくらおいしく 
なります。 


か觸®) 
白米!"3」於 
水を入れる 


©例の水位目盛は1 . OL サイズ 


米の 種類 

:み:'ホご视夕獄夕'ぶろ 

軟質米 
胚芽精米 

水位目盛どおり 

新 米 

水位目盛よりかなめ 

ち 米 

硬質米 

か位目盛よりかし多め 


ご飯の乾燥 • いやなにおい • 変色を防ぐために 
このよつな保温はしない 

③ご飯のつぎたし 
® 冷めたご飯からの保温 

® 炊をこみ、おこわなどの具や調吸科を加えて炊いたご飯 
②コ□ッケ • みそ汁などご飯し^がのをの 
©1 2時間拟上 
@しやちじを入れたまま 
® 差込みプラグを抜いた状態での放置 

少量のご飯は、なべ中央に盛る 




■] 



(に ュ-轉讀三：證邏 iS 眉誦薦議議謹囊隱議議 

誦画*! iilfii 蒙移動させてメニュ-を類ぶ~^ 
齒キーを押し続けると、早送りびできます。。が ^ 

◎記憶メニュー: r ふつう/炊きこ別- r やわ5かめ」 • 「無 蹄ら]! iMV — 若 . 

洗米」.「玄米」は、次にメニューを選び炊飯するまで 無洗米白 

記憶されます。 

©白米急速：白米を早く炊をたいとをに選びます。少しかためになります, 


求麵減獲貫證 

水平な巧で、メニューに合ったなべのか位目盛に合わせる 
一 P 10 r 炊き方メモ」参照 
米を平らにならす 

©水にひたさなくてをすぐに炊けます。ひたしておくと、少しやねら 
かめに炊き上がります。 


基寒 


















S 纖鑛 © O 会觀 Ot 懸驟獻 C 顯じ憩滚受 E 2 〜讀國 
綴し <觀馨漏體 Z ■慰を資、宗細鑛獲す還 


感無洗米は、精米製法などにより米の表面にデンプン質が多く残ってしな場合びありま 
ず。米のデンプン費で、水が白くにごっていると焦げぶきこぼれ•炊き上びりび悪くな 
る原因になります。白くにごるときは、2〜3度水を入れかえてすすぎます。 

特に1 .8 L サイズで無洗米10カップを炊飯する場合、大さく影響されます。 

◎調味料を加えて炊くときは、なべの底からよくかさ混ぜます。 


fSSCWD 赋驗君 Its 赏ぐ K 
C 麵邊 I 霧 <'赏 


炊き上びると自動的に保温に移り、保温ランプも保温）び点なし、1時間 
単位で保温経過時間を表示する _ 

すクこほぐして余分な水分を逃びし、ご飯のかたまり•ベたつきをおさえる 
©保温を取り消して、再び保温にすると「0」の表示に房ります。 






1.0 L サイズ 


約50~已已ろ少 


約己5分〜1時間 


約已〇~已己分 


約2目〜3巨分 


約55分〜1時間 


約己5分〜1時間1日分 


お こ ね 約40〜已〇分 


玄 米 約1時間1已分〜]時間3已分 


◎電圧1 00 V - 室温20ご.ホ：温18での場合。 

◎時間は炊飯をはじめてか5保温になるまでの時間です。また電圧•室温‘ 


ふつラ 


やわらかめ 


.8 L サイズ 


約己。~5已分 


約已已分〜1時間 


約29〜39分 


約55分〜1時間 


約5已分〜1時間10分 


約40〜4已分 


約1時間1已分〜1時間3已分 


季節 • か加減などによりかり0ます。 


ぉ ©炊き上がりび悪くなるため、炊飯中にみたを開けないでください。 

©連続して炊くときは、本体やぶたを人肌程度に冷ましてください。熱いとラまく炊けま 
も せん。 

m 風故障の原因になるため、空げをはしないで<ださい。 

召-◎炊飯の状態により、炊を上びったご飯の底面びうすく焦げることびあります。 


燃を止がりをでの時間の目やず 












































磯 無满^|5をお疲いになる場るは 

胃 一 psr 無洗米の炊き方 J 参照。水位目盛は、普通のがの場合と同じです。 



米 

1 .0 L サイズは！〜4カッス1 .8 しサイズは2〜 
日カップの間で炊いてください。超えた量で软 
くとあふれたり、うまく蜘ブないことびありまず。 

水加減 

EO の水位目盛に合わせます。 

メニュー 

1 ふつう/げきこみ1 を還びます。 

無洗米をお使いの場合には 廊洗米1 を 
選びます。 

目 

具の量は、米の質量厘さ）の30〜己0%び 
適量です。るすぎるとラまく炊けないことび 
あります(米]カップは約1已〇呂）。 

具はかさめに切り、米の上にのせて米と混ぜ 
ずに炊飯してください。 

調は料はだし汁や水などで薄めて米に加え、水加減した 
あと、なべの底からよく混ぜまず。米に直接調味料を加 
えたり、なべの底からよ < 混せない焉合は、焦げがをつ 
くなったり、ラまく炊けない原因になります。 



米 


洗ってざるにあば、30分政上水切りして 
使巧します。 



のか位目盛に合わせます。 


水加減 


をちがのみの場合 

のか位目盛どおり 


。もち米とうるち巧を混ぜた場を 

のか位目盛よりがしをめ 


[おこね I を選びます。 

メニュー無洗米をお使いの場合でをこね I を 
_ 選びます。 _ 

具 水加減をしたあと、米の上に具をのせます。 


◎赤飯を炊<場合 

あずさはゆでて、あずきと煮汁に分け、常温に冷ま 
したをのをお使いください。 

煮汁は、水加減の際にかの代わりに加えてください。 



馬.燃鼓纖難辭鬻罰 

水加減 

EH の水位目盛よりかしをめに合わ 
せます。 

メニュー 

1やわ 5 かめ1 を還びます。 

無洗米をお使いの場合には1 無 洗米1を 
選びます。 

押し麦をミ居だる割合は炊飯量の 2 日〇/〇までにしてください。 
をいと、炊けない場合びあります。 

例： 1 カップのときは、ホ 0.8 カッス押し麦 0.2 カップ 


1 

驟 

蘇な挑が.叫唯だ頸翻 

米 

分づき米•玄米では炊けません。 

水加減 


の水位目盛に合わせます。 

メニュー 

1 おか卿 を選びます。 

具 

具の量は米の質量僵さ）の30〜50%び 
適量です。ルさめに切り、米の上にのせて米 
と混ぜずに炊飯してくださレ。 

煮えにくし、具は、ややかなめにしてください。 
また、青窠類はあ5かじめゆでるなどし、お 
ずおかゆが巧きつてから加えてください。 



ホ—…………—__-― 

水加減 

の水位目励こ合ゎせます。 

メニュー 

1 ふつラ/巧をこみ または1 やわらかめ 1 

を選びます。 

洗米は胚芽び取れないよラ優しく、手早く洗います 
(胚芽は取れやずいため)。 



を;巧:?て;';;甲，:. .'i ■，乂啤，、が/; V ; v ; 

.' V なろ こ :た W ： 


水加減 

のが位目盛に合挑ます。 

メ ニユー 

1 をが を選びます。 


©タイマーをセットずると自動的にげ飯がはじま0、設定時間後にご飯が炊を上がります。 




メ. 


麟馨 ItW 兴=3•血戀選3ミ 


感 r 白米急速」- r おこわ」のタイマーぞ約饮飯はできません。 



^そで麟馨 J ： 織 e 繫遷®時關戀 g 疆嘗覆 


「予約」キーを押ずごとに設定時間び切りかわります。 

@3日分をざみで1〜23時間30分まで設定できます。押し続けると早送りびでをまず: 


r 4说分唯）!3庇今？!知: 


户 




\户 




V 省 

^巧 &气闲 

r liiiiV ~] 

S ぷ間ぷもが t I 

卢 4 


令設定している間は、時間表示び点滅しています< 
み最短設定時間はメこューにより異なります。 




































タイマーを約炊飯み發すずめ畴闇 



(ぷ1 ) 1 .8 L サイスで9カップが上を贼飯する場合は、タイマー予約時間を日時間 L ツ内にしてください。タイマー 
ず約時間び長くなると炊き上がりが悪くなる場合びあります。 


、 . ◎タイマー予約炊飯を取り消すときは、 r とりけし」キーを巧してください。 

ホ^ ©タイマー予約炊飯のときは、かしやわらか蝴〔炊き上がります。 

S ©おずずめ時間未満で設定すると、ブヴーび鳴り、すぐに炊飯をはじめます。 

S ©夏場など室温び高いときは、米のひたしずぎによる腐敗を防ぐため、なるべく13時間な內 
R (無洗米は8時間が巧）で設をしてください。 

¥ ◎炊さこみご飯はタイマーそ約炊飯しないで<ださい。具び腐敗したり調味料び沈殿してラまく炊けない 
ことびあります。 
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感必ず差込みプラグを巧さ、本体 • なべが冷えてから巧ってください。 

© シンナー’ベンジン‘みがを粉 • たねし類（ナイ□ン • 金属製など) • 漂白剤などを使わないでください。 

■' -- ■■. ；1 


せっけん液を含ませたあ 
と、固くしぼったみきんで 
ふ< 

操作部は乾いた面さん 
でみ< 

プッシュボタンの周囲に 
生米などび入ったとさは 
巧ぐしやつまよラじで必 
ず取り除< 

樓化学ぞうさんを使ラと 
きは、強くふいたり長 
い時間触れさせない 
で < ださい。 


山 に - 

みたをしっかり持ち、固 
くしぼったみさんでふく 

みたの内側についたお 
ねばやご飯粒をされい 
にふき取る 

ブッシュボタン- y 

プッシュボタンイ寸近に 
落ちたご飯を取 D 除く I 
感ふたび開かな < なる 
ことびあ0ます。 

本体- 


-加熱板 


センターセンサー 

固くしぼったふさん 
でふを取る 
生米や異物が詰まつ 
ているときは、竹ぐ 
しやつまようじで取 
り除< 


スポンジなどのやね6かいもので洗う 

ちれび気になる場合は中性洗剤(食器用洗剤）を使って洗う 

なべのフッ素皮膜は傷びつくと、はがれる原副こ 
なりまずので、ていねいなお取り扱いをお願いします。 
フッ素皮膜を傷めないために次のことをお守りくださし、。 

圈スプーンや茶わんなどを入れて洗わない 
國みがさ粉やたわしなどで洗わない 
圏酢は使わない 

國調巧料を使ったときは早めにお手入れする 




なべのフッ素巧膜は 
謂こよび臟しまず。 

◎色むらげできたり、 
はがれることびあり 
ますび、性能や衛生 
上のち障や、人体 
への影響（害）はあ 
0ません。 


繊爵み飛 




、ク v " ,, 


① ^気ロキャップを弓 I いてはずす 

② 蒸気ロキャップを水洗いずる 蒸気 口^^ 

(1)^気口を、水けをよくしぼった巧でふく [[ 

《•お手入れ繳ま蒸気ロキャップをきっちりと蒸気□に Iv 
押し込んでください。 

※蒸気□キャップ內部の断熱ノでッキンを列した場合、 帖 
必ず元どおり蒸気□キャップにさっちり巧し込んでください C 


交換部品 


断熱パッキンー 
変形さはないで 
<ださい。 


蒸気口 . 
车ヤップ 


同じ高さ 
まで押し 
込む 


画 ii 靜品瓷覇顯覇*1111部韶蜜唯 

なベり. 0 L サイズ） B 213 

なベ （1.8 L サイズ） 日214 

しやちじ SHAKN 

無洗米専用計量カップ 61-7824 


©損傷した場合は、新しい部品と交換馆償）してください。 

©交換の際には製品の型名および部品名をご確認のラえ、お買 
い上げの販売店でお求め < ださい。 


















©顯のお間いをわせまえに、一猿お調べください。 

をが >お嶺八いただ< こと 


ご飯が、かたい 

やわ5かい 


ご旗が、ひど < 焦ばる 


©傾いた場所でか加減をすると、水靈が多くなつた D 、 み、なくなつたりして、 
ご飯のかたさがかわ D ます。 

感 雜猶、産地、保を期間(新米‘古米)などによ0、ご飯のかたさがかねり 

® 裏湿•が温などにぶ0、ご飯のかたさびかわ D まず。 

© タイマー予約炊飯をすると、ご飯がやわらかくなることびありまず。 

© 白米急激夕飯をずると、ご飯びかためになります。 

◎なべが変おしている。___ 

◎ 加熱お’センタ…センサー‘なべの巧測にご飯粒や米粒などの異物が 

◎魏米び不十かで、めかび残っているためです。 

◎なべび変おしている。 


i © おかゆを炊くときにおかゆが外のメニューで棘いていませんか？ 

炊飯中にふき。まれる^機5教绿ミ庶恐错全庶 


砍飯できない 
キー操作でをない 


◎ 洗米びす十分で、始かび残っていませんか？ 

◎なべび変形している。 _ _ 

® 善茲みプラグをつンセントに差し茲みましたか？ 

©表お部に rEoij ' r 防 2 j など表示していませんか？ 一 P 15 
©保遍ランプが漁なしてし、ませんか？ 一 r とりけし j キーを鲜してか 
5巧度 r 炊飯 J キーを押してください。 


なで^ ◎ マイコンが働して乂力調節をしている音です。 


ふたと本巧の間か資 
蒸気びをれる 


保還や、ご旗がにおミ 
変色ずる 
乾燥ずる 
ひど < つゆが〇ぐ 


@みたが変巧さしていた D 、 ふた/む/キンが班れていないかを調べてくたで 
—し、。__ 

© 12時間な上の保温をしていませんか？ 

◎か璧のご飯对累瀬していませんか？ 

感しやもじを; Ml たまま保湿していませんか？ 

感冷めたご飯をあたため直していませんか？ 

◎奴を上げったご飯をよくほぐしましたか？一 炊さ上びったご飯をよ 
くほぐしてくだをい。 

感洗米び不十分で、めかび残っているためです。 

©米やかの觀にぶり、炊き上がり後のご飯が難くみえることがあ燃ず。 
◎炊をこみご飯を炊いたあとは、においび残ることがあ D ます。一念入 
りになべを洗って < ださい。 


予約でをない 


停蠻が 
挺こったら 


X 感予約操作の最後に「炊飯 j キーを抑しましたか？崎 r 炊飯 J キ…を押 
^ さないと、タイマーず貌は完了しません。 

@ご飯を炊きなが5、叢気ポットで灑を沸かした D 、 電デレンジをお使いに 
なると定格電流を超えてブレ-~カーび下りることがあります。炊飯 
ジャーは単独のコンセントでお使いください。ブレーカーを復慷させた 
► とき、 r 炊飯 J キーを押してください。ただし、 ff 靈が長引いて泻ぴ炊飯 

した場合、燃を上が D が悪 < なることがあ D まず。 

然 r 炊制キーを巧したと志表示部に 「 HO り‘ fHQ 2 j を表示ずる場合は、 
米を入れ替え、をラー度最初か贷炊飯をや D 直してください。 
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• 、 - 、 _ V ---、--、、一♦, 、、’ 

:. :''聚 巧、-0 .— 齡- 

.......姑;...:で^^ 


雜お調べいただ<こと 


1 四固 - — 


©故障です。一お買い上げの販売店または弊社のお客様ご相談窓口までご 


unV \ I 。〇ク I ^ ©みたセンサーまたはセンターセンサーび高温になっています。-*みたを 
1 叫 1 口 Uk i T 開け、約1已分間冷ましてくだをい。（やけどにごま意ください。） 


H 霜巳なる 


域 差込みブラグをいったん抜いて、ちラー度善し込んで < ださい。 


i 白ふ 

〇 

ラ 

賣米や 

わ5か 

め 

誦ぉ 

巧 


ム白 

米急 

速 

三炊 

さ こ 

み 

寫ぉ 

か 

ゆ 

1 35 


わ 

数玄 


ホ 

定 


格 


NS-SH10 

0.18〜1.0 [1-5.5] 

0.18〜1.0 n 〜已.百] 

0.17〜0.94 [1 〜己占] 
0.18-1.0 [1 〜已 .5] 

0.18〜0.72 [1 〜 4] 
0.09-0.27 [0.5-1.5] 
0.1 8〜0.72 [1 〜 4] 
0.18〜0.72 [1 〜 4] 

交流10 0 V 670 W 日0/6日 Hz 


平均保湿時消費電力 j 36 W 1_ 42 W 

炊 飯 方式 直接加熱ちを_ 

電源コー ドを長さ 1 . Om (コードリールつき） 

がお寸法(約 c m ) 巾畐2已.己 X 奧巧^33.己 X 高さ 2 Q . Q ~[ 幅^8.百 x 奧;536.己 x 高さ吕3.已 
質 量 [ 約 2.6 kg r 約 3.3 kg 

◎取り消し巧態（炊飯•保ミ忌をしていないとき）の消費電力は、約 0.4 W です。 

© 平均保温時消費電力は、室温2日 n で最大炊飯容量の場合です。 

◎特定地域（高い山•厳寒地）においては、所定の性能び確保でさないことびありまず。 

こうした場所での使用はなるべくおさけください。 


NS-SH18 

0.3日〜 1.8 [2 〜 10] 
0.36〜 1.8 r 2 〜1 0] 
0.34〜 1.7] に〜 10] 
0.36〜 1.44 に〜 8] 

0.3目〜1.08巧〜 6] 

0.09〜0.4曰「0.5〜 2.5] 
0.36-1.08 [写〜巨]_ 
0.36-1.44 に〜 8] 

交流100 VI 0日日 W 50/60 HZ 
42 W 



if . 保認臺夕巧琴夕こ*舉認刮泉存のお願い . 

化ず「販売店印およびお買い上げ日」をご確認のうえ、お買い 
上げの販売店から受け取り、巧容をよくお読みのうえ、大切に 
保存して < ださい。 

:忌.{泉!醜間は、お琴い上け Q 本り1年間;:；;^ 
<保部期間中夕 

誤品に保証書を添えて、お買い上げの販売店にご持参くだ 
さい。保証書の記載内容に基づを修理いたします。 

<く保証期間を経過しているとを》 

修理ずれば使用できる製品は、ご要望により有料修理いたし 
まず。 


4. 補修用性能部扁^の保有期間は、製^ 

•ぶ性能部品とは、その製品の機能を維持するために化要な 
部品です。 

修理料金は、按術料、部品代、出張料などで構成されてしなず。 
愼術料 J は、診酣•故障置巧の修理および部品交換•調整‘ 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 
r 部品巧 J は、修理に使巧した部品および補助材料代でず。 
r 出張料 J は、製品のある場所へ技術者を派遣ずる場合の 
費用です。 

B お客様ご自身での修理、分照や改造は絶対にしな 
いで < ださい。 


巧 












